
東日本高速道路株式会社 新潟支社

北陸自動車道
大荒戸橋（下り線）床版取替工事

令和 ６年 ９月

長岡管理事務所





事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

橋 梁 一 般 図

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事
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橋　梁　基　本　条　件

橋　　名

橋　　長

橋梁形式
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有効幅員

平面線形

縦断勾配

横断勾配

斜　　角

路 線 名

道路規格

活 荷 重

竣 工 年

適応基準

大荒戸橋

24.600m

ＰＣ単純合成桁
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10.750m

A=1500

87°40’00”

高速自動車国道　北陸自動車道

第1種第2級B規格（設計速度 V=100km/h）

TT-43

昭和51年1月（1976年）

道路橋示方書（昭和47年）

設計要領第二集（昭和45年1月）
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場所打ち杭基礎
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補修一般図
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線形図

図示
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設計会社名

縮　　　尺
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※ 下り線(B-LINE)の路面高は、舗装厚を80mmとするため現況路面高から+5mmとなる。
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※ 上記の表に示す Z' は、現況の路面高を示し、Z は床版取替後の路面高を示す。

24.5621 24.5621 24.5618 24.5590 24.5562 24.5533 24.5504 24.5473 24.5442 24.5410 24.5378 24.5374 24.5373

24.5504 24.5504 24.5501 24.5472 24.5443 24.5414 24.5384 24.5354 24.5323 24.5292 24.5261 24.5257 24.5256

24.4249 24.4249 24.4246 24.4218 24.4190 24.4161 24.4132 24.4101 24.4070 24.4038 24.4006 24.4002 24.4001

24.3804 24.3804 24.3800 24.3771 24.3742 24.3712 24.3683 24.3652 24.3622 24.3591 24.3560 24.3556 24.3556

24.3285 24.3285 24.3281 24.3252 24.3223 24.3194 24.3164 24.3134 24.3103 24.3072 24.3041 24.3038 24.3037

24.2766 24.2766 24.2762 24.2733 24.2704 24.2675 24.2645 24.2615 24.2584 24.2553 24.2522 24.2519 24.2518

24.2247 24.2247 24.2243 24.2215 24.2185 24.2156 24.2126 24.2096 24.2065 24.2034 24.2003 24.2000 24.1999

※ 下り線(B-LINE)の路面高は、舗装厚を80mmとするため現況路面高から+5mmとなる。
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断 面 図 S=1:50

標準部
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桁端横桁部

GB1
GB2 GB3 GB4 GB5
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※ 主桁上縁、端支点横桁上縁、中間横桁上縁の鉄筋はウォータージェットによるはつり出しとする。

主桁鉄筋 1G 2G 3G 4G 5G 6G

横桁鉄筋 1B 2B

（既設床版撤去工図参照）

（既設床版撤去工図参照）

床版構造図

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

床版構造図

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事
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※ 図中の鉄筋は、既存鉄筋（残置）を示す。

※ 図中の鉄筋は、既存鉄筋（残置）を示す。
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1 - 1

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図示 図面番号

施工会社名

大荒戸橋（下り線）

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

床版配筋図（その1）

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事
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大荒戸橋（下り線） 床版配筋図（その2）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図示 図面番号

施工会社名

大荒戸橋（下り線）

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

床版配筋図（その2）

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事
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1
26
00

L

1
95
0

6
50

1
95
0

6
50

1
95
0

6
50

1
95
0

6
50

6
50

4
75

1
07
5

C

24500

平 面 図 S=1:100

1
26
00

1
95
0

6
50

1
95
0

6
50

1
95
0

6
50

1
95
0

6
50

6
50

4
75

1
07
5

24500

35@125=43754@250=100021@250=525021@250=52504@250=100035@125=4375150

500 650

外側配置

650 650 500

150

内側配置

4@80

=320

130
50 50

130
4@80

=320

100
275275

100
275275

100
275275

4@250=100035@125=4375 21@250=5250 21@250=5250 35@125=43754@250=1000150 150

GB1 GB2 GB3 GB4 GB5

位置図

1
1 23

2 3

3 - 3

145

あと施工アンカー詳細図 S=1:25

あと施工アンカー配置図

D137S

35@125=4375 4@250=1000 21@250=5250 21@250=5250 4@250=1000 35@125=4375

150
外側配置

150

4@80

=320
130

5050

130

4@80

=320 100

275 275

100

275 275

100

275 275

大荒戸橋（下り線） 床版配筋図（その3）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図示 図面番号

施工会社名

大荒戸橋（下り線）

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

床版配筋図（その3）

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

/

※　アンカー筋の定着部を除く範囲はエポキシ樹脂塗装を行うものとする。

D137S -2

D137S -1

D137S -1

D137S -1

D137S -1

D137S -1

D137S -1

D137S -1

D137S -1

D137S -3

D137S -4

7      39



断 面 図 S=1:50

標準部

12600

100 250 200 5@250=1250 242 116 242 8@250=2000 242 116 242 8@250=2000 242 116 242 8@250=2000 242 116 242 4@250=1000 175125 4@250=1000 100

100

2@125

=250 200 11@125=1375 117
116

117 18@125=2250 117
116

117 18@125=2250 117
116

117 18@125=2250 117
116

117 125125 7@125=875 1009@125=1125 175

12600

100 2@125

=250

200 11@125=1375 117

116

117 18@125=2250 117

116

117 18@125=2250 117

116

117 18@125=2250 117
116

117 9@125=1125 175125 8@125=1000 100

100

2@125

=250 200 11@125=1375 117
116

117 18@125=2250 117
116

117 18@125=2250 117
116

117 18@125=2250 117
116

117 125125 7@125=875 1009@125=1125 175

D161-2S

桁端部

1-1S

D161-4S1-3S
★ ★

★ ★

GB1
GB2 GB3 GB4 GB5

GB1
GB2 GB3 GB4 GB5

既存鉄筋 D16
既存鉄筋 D16

既存鉄筋 D16
既存鉄筋 D16 既存鉄筋 D16

既存鉄筋 D16
既存鉄筋 D16

既存鉄筋 D16
既存鉄筋 D16既存鉄筋 D16

D162-2S2-1S
★ ★

D223-2S3-1S
★ ★

※ 主桁上縁、端支点横桁上縁、中間横桁上縁の鉄筋はウォータージェットによるはつり出しとする。

主桁鉄筋 1G 2G 3G 4G 5G 6G

横桁鉄筋 1B 2B

（既設床版撤去工図参照）

（既設床版撤去工図参照）

大荒戸橋（下り線） 床版配筋図（その4）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図示 図面番号

施工会社名

大荒戸橋（下り線）

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

床版配筋図（その4）

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

/

かぶり詳細図 S=1:25

40

40

55

40
40

40

※　★印鉄筋は、鉄筋　Ａ（Ｅ）を示す。

※　アンカー筋の定着部を除く範囲はエポキシ樹脂塗装を行うものとする。

D1611S
★

D1315S
★

D1617S
★

D135
S★

D1315S
★

D13S★

D1613S
★

D137S -1

D137S -2

D137S -1
D137S -1

D137S -1
D137S -1 D137S -3

D1612S
★

11S
★

D1316S
★

15S
★

D1618
S

★
17
S

★

D137S -1

D137S -2
D137S -1

D137S -1
D137S -1

D137S -1

D194S
★

D194
S★

D137S -3

D1316
S

★
15
S

★

6-1
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θ=90°

ａ Δｌ
径

D13

D16

61 17

75 21

ａ

39

48

Ｒ ａ ΔｌＲ

θ=135°

71.5 56

69 4

Ｌ

Ｌ

Ｒ

φ

l= 2 x Ｌ - ａ

3

88  

鉄 筋 曲 げ 加 工 表

θ

注）上記に当てはまらない角度は各々の角度で減長を計算する。

（　）寸法は斜角87°29’20”～87°50’54”を考慮

大荒戸橋（下り線） 床版配筋図（その5）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図示 図面番号

施工会社名

大荒戸橋（下り線）

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

床版配筋図（その5）

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

/

12520

11340

11342（11353～11350）

D19 - 200 x 11350

D16 - 86 x 10700

4040

2380（2392～2389）

560

10702

D19 - 86 x 2390

12520

D16 - 86 x 9740

4040

12600

3340（3352～3349）

560

9742

D19 - 86 x 3350

12520

D16 - 14 x 10600

4040

12600

2480（2492～2489）

560

10602

D22 - 10 x 2490

12520

D16 - 14 x 9640

4040

12600

3440（3452～3449）

560

9642

D22 - 10 x 3450

12523（12535～12532）

1S
★

-1

1S
★

-2

1S
★

-3

1S
★

-4

2S
★

-1

2S
★

-2

3S
★

-1

3S
★

-2

4S
★

記　号 鉄筋径 長　　さ 本 数 単位質量 1本当り質量 質　量 摘　要

（mm） （kg/m） （kg/本） （kg）

kg

鉄筋　Ａ（Ｅ）

D22

D19

D16

D13

合計

S 1-1

S 1-2

S 1-3

S 1-4

S 2-1

S 2-2

S 3-1

S 3-2

S 4

S 5

S 6-1

S 7-1

S 7-2

S 7-3

S 11

S 12-1

S 13-1

S 14

S 15

S 16-1

S 17

S 18

kg

kg

kg

kg

kg

(あと施工アンカー)

合計

D16 10700 86 1.56 16.70 1436

D16 9740 86 1.56 15.20 1307

D16 10600 14 1.56 16.50 231

D16 9640 14 1.56 15.00 210

D19 2390 86 2.25 5.38 463

D19 3350 86 2.25 7.54 648

D22 2490 10 3.04 7.57 76

D22 3450 10 3.04 10.50 105

D19 11350 200 2.25 25.50 5100

D13 510 142 0.995 0.507 72

D13 1080 140 0.995 1.07 150

D13 740 1008 0.995 0.736 742

D13 610 142 0.995 0.607 86

D13 740 140 0.995 0.736 103

D16 10000 106 1.56 15.60 1654

D16 5520 52 1.56 8.61 448

D16 1410 88 1.56 2.20 194

D16 2100 141 1.56 3.28 462

D13 10000 21 0.995 9.95 209

D13 5310 10 0.995 5.28 53

D16 10000 178 1.56 15.60 2777

D16 5520 89 1.56 8.61 766

17519

鉄筋表

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

※　★印鉄筋は、鉄筋　Ａ（Ｅ）を示す。

あと施工アンカー工　φ２３・１５５（Ｂ）

D13 1292 240

6211

9627

509

合計

16587

本

D16

D16

D16

D13

D16

★

★

★

★

★

1360 16 1.56 2.12 34

1240 12 1.56 1.93 23

1000 16 1.56 1.56 25

500 8 1.56 0.780 6

820 8 0.995 0.816 7

S 19

S 20

S 21

S 22

S 23

92

426

86

1001

735

145

D13 - 142 x 510

D13 - 1008 x 740

D13 - 140 x 1080

114°
6'8" 98

°
54
'3
0"

610

145

D13 - 142 x 610

735

145

D13 - 140 x 740

5S
★

6S
★

7S -1 7S -2

7S -3

24500

50 24400 50

10000
10000

5520

560 560

24500

50 24400 50

10000 10000 5310

455 455

D16 - 106 x 10000

D13 - 21 x 10000 D13 - 10 x 5310

D16 - 52 x 5520

24500

50 24400 50

10000
10000

5520

560 560
D16 - 178 x 10000 D16 - 89 x 5520

1410

2100

D16 - 88 x 1410

D16 - 141 x 2100

13S
★

14S
★

11S
★

15S
★

17S
★

12S
★

16S
★

18S
★

1360

D16 - 16 x 1360

1240

D16 - 12 x 1240

1000

D16 - 16 x 1000

820

D13 - 8 x 820

500

D16 - 8 x 500

19S
★

22S
★

23S
★

20S
★

21S
★

-1

24500

50 24400 50

8701～8679
10000

4221～4199

560 560
D16 - 2 x 8690 D16 - 2 x 421012S

★
12S

★
-3

420 879～901879～901 420

12S
★

-4
-2D16 - 4 x 89012S

★
-4

D16 x 1000011S
★

D16 x 890D16 x 1000011S
★

D13 x 1000015S★
-1

24500

50 24400 50

9779 10000 4086

455 455
D13 - 1 x 9780 D13 - 1 x 409016S

★
16S

★
D13 x 1000015S★

-3-2

245976

D13 - 1 x 98016S
★

-4

245 979

D13 - 1 x 98016S
★

-5

11560

D16 x 10600

4040

12600

1520（1533～1530）

560

10602

D22 - 4 x 1530

11560

D16 x 9640

4040

12600

2480（2493～2490）

560

9642

D22 - 4 x 2490

1S
★

-3

1S
★

-4

3S
★

-3

3S
★

-4

560 400

400

560 400

D22 - 8 x 4003S
★

-5

D22 x 4003S
★

-5

-1

874～906

D16 - 6 x 89013S
★

-2

-1

342

D13 - 2 x 3406S
★

-3

86

411

D13 - 2 x 490

98
°
54
'3
0"

6S
★

-2

525

145

D13 - 2 x 5307S -4

S 3-3★

S 3-4★

S 3-5★

S 6-2★

S 6-3★

S 7-4 D13

S 12-2★

S 12-3★

S 12-4★

S 13-2★

S 16-2★

S 16-3★

S 16-4★

S 16-5★

400

D13 x 1000017S★

D22 1530 4 3.04 4.65 19

D22 2490 4 3.04 7.57 30

D22 400 8 3.04 1.22 10

D13 490 2 0.995 0.488 1

D13 340 2 0.995 0.338 1

530 2 0.995 0.527 1

D16 8690 2 1.56 13.60 27

D16 4210 2 1.56 6.57 13

D16 890 4 1.56 1.39 6

D16 890 6 1.56 1.39 8

D13 9780 1 0.995 9.73 10

D13 4090 1 0.995 4.07 4

D13 980 1 0.995 0.975 1

D13 980 1 0.995 0.975 1

（932 kg）

1292 本

(あと施工アンカー)

(あと施工アンカー)

(あと施工アンカー)
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大荒戸橋（下り線） 壁高欄配筋図（その1）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図示 図面番号

施工会社名

大荒戸橋（下り線）

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

壁高欄配筋図（その1）

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

/

側 面 図 S=1:75

9
89

1
05

5

=
20
0

3
@1
87
=5
60

2
@1
00

445

125 250

7070

70

70

7 D13K

2 D16K

6 D16S

9
89

1
05

5

=
20
0

3
@1
87
=5
60

2
@1
00

445

125 250

70

70

70

70

7 D13K

1 D13K

3 D13S

6
90

1
80

1
10

6
90

1
80

1
10

断 面 図 S=1:25

端  部 標準部

70 70

65

133

79

139

243237

1 D13S

2 D13S

4 D16S

5 D16S

Vカット目地部詳細図 S=1:25

250～320

4
55

3
75

79～139

4
55

3
75

445

4
55

1
28
5

4
55

1
28
5

28
28

2

28

52

445

195 250

※ A=(0.641+0.147+0.644)x0.052=0.07m2

28

52

28

28

6
90

6
90

5

Vカット目地

伸縮目地 t=2mm

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

S=1:251 - 1 2 - 2

▼ ▼ ▼ ▼▼

CL D162K

D131K

D164S

D131S

D166S

D133S

D132S

D165S

D135K

D136K

D137-1K D137-2K D137-2K D137-2K D137-2K

D135K

D136K

D133K

D134K

D133K

D134K

D133K

D134K

D133K

D134K

Vカット Vカット Vカット Vカット

★

★

★

★

★

★ ★ ★ ★

★

★ ★ ★

★

★ ★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

Vカット

D134K
★

1

1

2

2

1

1

橋長 24600

50 桁長 24500 50

4250 4@4000=16000 4250

95
92.5

95

92.5

193@125=24125

D133K
★

D137-1K
★

3 3

4 4

3 3

4 4

6
41

147

6
44

A=0.07m2

平 面 図

3 - 3 4 - 4

D133K
★

D134K
★

D131K
★

D133S

D132S

★

★
D131K

D131S

★

★

橋梁部管路工

ケーブル工

橋梁部管路工

ケーブル工

橋梁部管路工

ケーブル工
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記　号 鉄筋径 長　　さ 本 数 単位質量 1本当り質量 質　量 摘　要

（mm） （kg/m） （kg/本） （kg）

鉄筋　Ａ（Ｅ）

kg

kg

kg

kg

1 D13 - 180 x 1820K 1 D13 - 180 x 810S 2 D13 - 180 x 850S 3 D13 - 180 x 1160S 2 D16 - 16 x 1800K 4 D16 - 16 x 960S 5 D16 - 16 x 1000S 6 D16 - 16 x 1240S

95°47'34"

104

8
71

8
71

98°54'30" 104°42'4"
98°54'30"

145°13'20"

145°13'20"

195

6
26

195

6
65

195

2
70

1
95

51
2

95°47'34"

102

8
70

8
69

98°54'30"

240

7
30

104°42'4"

240

7
68

98°54'30"

145°13'20"

145°13'20"

240

2
68

2
40

50
7

455 455375

7
9
～
13
9

383～400

θ

θ

θ=168°6'13"

～159°39'43"

3 D13 - 50 x 1300K

（平均長)

4 D13 - 15 x 1290K

1285

455 455375

6
5
～
13
3

195

65
～
13
3

5 D13 - 10 x 450K 6 D13 - 2 x 600K

（平均長)

3992 3625

7-1 D13 - 26 x 3990K 7-2 D13 - 52 x 3630K

92°20'0"

195

2
3724
3

92°20'0"

K 1 D13

K 2 D16

K 3 D13

K 4 D13

K 5 D13

K 6 D13

K 7-1 D13

K 7-2 D13

S 1 D13

S 2 D13

S 3 D13

S 4 D16

S 5 D16

S 6 D16

（平均長)

（平均長)

合計

D16

D13

合計

θ=90°

ａ Δｌ
径

D13

D16

61 17

75 21

ａ

39

48

Ｒ ａ ΔｌＲ

θ=135°

71.5 56

69 4

Ｌ

Ｌ

Ｒ

φ

l= 2 x Ｌ - ａ

3

88  

鉄 筋 曲 げ 加 工 表

θ

注）上記に当てはまらない角度は各々の角度で減長を計算する。

鉄筋表

1335

1820 180 0.995 1.81 326

1800 16 1.56 2.81 45

1300 50 0.995 1.29 65

1290 15 0.995 1.28 19

450 10 0.995 0.448 4

600 2 0.995 0.597 1

3990 26 0.995 3.97 103

3630 52 0.995 3.61 188

810 180 0.995 0.806 145

850 180 0.995 0.846 152

1160 180 0.995 1.15 207

960 16 1.56 1.50 24

1000 16 1.56 1.56 25

1240 16 1.56 1.93 31

125

1210

1335

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

※　★印鉄筋は、鉄筋　Ａ（Ｅ）を示す。

★★★★★★★★

★ ★
★ ★

★★

大荒戸橋（下り線） 壁高欄配筋図（その2）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図示 図面番号

施工会社名

大荒戸橋（下り線）

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

壁高欄配筋図（その2）

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

/
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9
89

1
05

5

=
20
0

3
@1
87
=5
60

2
@1
00

445

125 250

70

70

70

17 D13K

12 D16K

14 D16S

445

125 250

70

70

70

11 D13K

12 D13S

6
90

1
80

1
10

6
90

1
80

1
10

Ａ１ 橋台部端部 標準部

70 70

65

133

79

139

13 D16S 11 D13S

D13 定着長：145D16 定着長：185

509695

4847.54847.5

95

65

59 @ 125 = 7375

65
95

▼

D1612K

D1311K

D1613S

D1311S

D1614S

D1312S

D1317K D1317K

D1315K

D1316K

D1315K

D1316K

D1313K

D1314K

Vカット

側 面 図 S=1:100

Vカット目地部詳細図 S=1:25

D1314K

D1311K

D1311K

D1313S

D1313K

D1311S

2
50
～
3
20

455 375

7
9
～
13
9

455 375

4
45

455

1285

455

1285

28 28
2

28
52

D1312S

445

195 250

0.07m2

28

52

28

28

6
90

6
90

5

目地詳細図 S=1:25

Vカット目地

伸縮目地 t=2mm

記　号 鉄筋径 長　　さ 本 数 単位質量 1本当り質量 質　量 摘　要

（mm） （kg/m） （kg/本） （kg）

（平均長)

（平均長)

θ=90°

ａ Δｌ
径

D13

D16

61 17

75 21

ａ

39

48

Ｒ ａ ΔｌＲ

θ=135°

71.5 56

69 4

Ｌ

Ｌ

Ｒ

φ

l= 2 x Ｌ - ａ

3

88  

鉄 筋 曲 げ 加 工 表

θ

注）上記に当てはまらない角度は各々の角度で減長を計算する。

鉄筋表

11 D13 - 46 x 1820K 11 D13 - 46 x 640S 12 D13 - 46 x 940S 12 D16 - 28 x 1800K

13 D16 - 28 x 790S 14 D16 - 28 x 1020S

95°47'34"

104

8
71

8
71

145°13'20"

145°13'20"6
40

2
33

1
95

51
2

95°47'34"

102

8
70

8
69

7
85

145°13'20"

145°13'20"

2
72

2
40

50
7

455 455375

7
9
～
13
9

383～400

θ

θ

θ=168°6'13"

～159°39'43"

13 D13 - 10 x 1300K
（平均長)

D13 - 3 x 1290K

1285

455 455375

6
5
～
13
3

195

6
5～

13
3

15 D13 - 10 x 450K 16 D13 - 2 x 600K

（平均長) （平均長)

92°30’40”(A1）

195

2
3724
3

92°30’40”(A1）

Ａ１　橋台部

S=1:25

14

K 11 D13

K 12 D16

K 13 D13

K 14 D13

K 15 D13

K 16 D13

K 17-1 D13

S 11-1 D13

S 12 D13

S 13-1 D16

S 14-1 D16

（あと施工アンカー)

路肩側

（A1側） （A1側） （A1側） （A1側）

（A1側） （A1側）

（A1側） （A1側）

（A1側）（A1側）

A1側

鉄筋　Ａ（Ｅ）

小計 kg

1
45 1
45

1
851
85

94

138

232

1820 46 0.995 1.81 83

1800 28 1.56 2.81 79

1300 10 0.995 1.29 13

1290 3 0.995 1.28 4

450 10 0.995 0.448 4

600 2 0.995 0.597 1

4590 23 0.995 4.57 105

640 46 0.995 0.637 29

940 46 0.995 0.935 43

790 28 1.56 1.23 34

1020 28 1.56 1.59 45

537

★

★

★

★

★

★

★

※　★印鉄筋は、鉄筋　Ａ（Ｅ）を示す。

★ ★

★ ★

★★

★

★

★

★

★

★

★★★

★

★
★

★

★

★

★

あと施工アンカー工　φ２３・１５５（Ａ）

合計

（121 kg）

（101 kg）

（222 kg）

88

228

316

D16

D13

大荒戸橋（下り線） 壁高欄配筋図（その3）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図示 図面番号

施工会社名

大荒戸橋（下り線）

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

壁高欄配筋図（その3）

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

/

1400 600

2000

1106@125

=750

4@110

=440

6@117

=700

-2D1317K
★

-1,2

D1614S -2-1

D1618K
★

9
89

1
05

5

445

125 250

70

70

6
90

1
80

1
10

配管引出し箱抜き部

70

-1

-1

17 D13K
★

-1

17 D13K
★

-3( )

17 D13K
★

-1

※( )内は、左側端部を示す。

9
89

1
05

5

=
20
0

3
@1
87
=5
60

17 D13K
★

-1

17 D13K
★

-1

17 D13K
★

-2( )

17 D13K
★

-1

D1317K
★

-1

78 289 78

100

76.5 292 76.5

100

2
@1
00

17 D13K
★

-1

14 D16S

-1

-2

3
30

4
00

19 D13K
★

18 D16K
★

配管引出し箱抜き部

（400x600x175）

1000 1000

-1 14 D16 - 5 x 690S （A1側）-2

D1319K
★

4590

17 D13 - 23 x 4590K （A1側）
★

-1

2625

17 D13 - 3 x 2630K （A1側）
★

-2

1295

17 D13 - 3 x 1300K （A1側）
★

-3

18 D16 - 5 x 1210K （A1側）

1510

19 D13 - 3 x 1510K （A1側）
★

5
60

-1,2

-1

-1

11 D13 - 46 x 640S

13 D16 - 28 x 790S

（A1側）

（A1側）

-2

-2

4
55

40

40

1
45

1
85

40

40

5
60

4
55

合計

209

329

538

kg

kg

kg

kg

kg

kg

K 17-2 D13 2630 3 0.995 2.62 8

K 17-3 D13 1300 3 0.995 1.29 4

K 18 D16 1210 5 1.56 1.89 9

K 19 D13 1510 3 0.995 1.50 5

S 11-2 D13 640 46 0.995 0.637 29

S 13-2 D16 790 28 1.56 1.23 34

S 14-2 D16 690 5 1.56 1.08 5

★

★

★

★

本

本

本

※( )内は、左側標準部を示す。

配管引出し箱抜き部

（400x600x175）

-1,2 -1,2

1 - 1 2 - 2

1

1

1

1

2

2

-3

　　削孔長：155　　削孔長：195

6
41

147

6
44

※ A=(0.641+0.147+0.644)x0.052=0.07m2

40
1
00

1
50

78 289 78

100

13 D16S

D16 定着長：185

-2

　　削孔長：195

1
00

6
60

17 D13K
★

-1

13 D16S -3

D1613S -3

145°13'20"

2
62

13
6

1
85

212

1
00

※

95°47'34"

102

8
70

1
99

100

D1317K
★

-1

13 D16 - 5 x 400S

3
97

（A1側）

1
85

2
12

-3

S 13-3 D16 400 5 1.56 0.624 3

1
45

1
55

10

D13

∅23

あと施工アンカー詳細図 S=1:15

1
85

1
95

10

φ26×195
コンクリート削孔

D16

∅26

φ23×155

※　アンカー筋の定着部を除く範囲はエポキシ樹脂塗装を行うものとする。

コンクリート削孔

橋梁部管路工

ケーブル工

橋梁部管路工

ケーブル工

橋梁部管路工

ケーブル工

3

3 3

4 4

3 - 3

4 - 4

（あと施工アンカー)

（あと施工アンカー)

（あと施工アンカー)

（あと施工アンカー)

（あと施工アンカー)

（あと施工アンカー)

（あと施工アンカー)

あと施工アンカー工　φ２６・１９５

70 70
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側 面 図 S=1:100

D1314K

D1311K

D1311K

D1313S

D1313K

D1311S

2
50
～
3
20

455 375

7
9
～
13
9

455 375

4
45

455

1285

455

1285

28 28
2

28
52

D1312S

445

195 250

0.07m2

28

52

28

28

6
90

6
90

5

目地詳細図 S=1:25

Vカット目地

伸縮目地 t=2mm

θ=90°

ａ Δｌ
径

D13

D16

61 17

75 21

ａ

39

48

Ｒ ａ ΔｌＲ

θ=135°

71.5 56

69 4

Ｌ

Ｌ

Ｒ

φ

l= 2 x Ｌ - ａ

3

88  

鉄 筋 曲 げ 加 工 表

θ

注）上記に当てはまらない角度は各々の角度で減長を計算する。

455 455375

7
9
～
13
9

383～400

θ

θ

θ=168°6'13"

～159°39'43"

13 D13 - 10 x 1300K
（平均長)

D13 - 3 x 1290K

1285

455 455375

15 D13 - 10 x 450K 16 D13 - 2 x 600K

（平均長) （平均長)

92° 9’ 6”(A2） 92° 9’ 6”(A2）

Ａ２ 橋台部

14

6504

32523252

94.5

26 @ 125 = 3250

94.5
95

▼

D1313K

D1314K

Vカット

D1317K

95

D1612K

D1311K

D1613S

D1311S

D1614S

D1312S

D1315K

D1316K

路肩側

（A2側） （A2側）

（A2側）（A2側）

D1315K

D1316K

★ ★

★★

★

★

★

★

★

★

★ ★

★ ★

★

★

大荒戸橋（下り線） 壁高欄配筋図（その4）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図示 図面番号

施工会社名

大荒戸橋（下り線）

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

壁高欄配筋図（その4）

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

/

記　号 鉄筋径 長　　さ 本 数 単位質量 1本当り質量 質　量 摘　要

（mm） （kg/m） （kg/本） （kg）

（平均長)

（平均長)

鉄筋表

K 11 D13

K 12 D16

K 13 D13

K 14 D13

K 15 D13

K 16 D13

K 17-1 D13

S 11-1 D13

S 12 D13

S 13-1 D16

S 14-1 D16

（あと施工アンカー)

A2側

小計 kg

1820 20 0.995 1.81 36

1800 28 1.56 2.81 79

1300 10 0.995 1.29 13

1290 3 0.995 1.28 4

450 10 0.995 0.448 4

600 2 0.995 0.597 1

3000 23 0.995 2.99 69

640 20 0.995 0.637 13

940 20 0.995 0.935 19

790 28 1.56 1.23 34

1020 28 1.56 1.59 45

393

★

★

★

★

★

★

★

※　★印鉄筋は、鉄筋　Ａ（Ｅ）を示す。

K 17-2 D13 1030 3 0.995 1.02 3

K 17-3 D13 1300 3 0.995 1.29 4

K 18 D16 1210 5 1.56 1.89 9

K 19 D13 1510 3 0.995 1.50 5

S 11-2 D13 640 20 0.995 0.637 13

S 13-2 D16 790 28 1.56 1.23 34

S 14-2 D16 690 5 1.56 1.08 5

★

★

★

★
11 D13 - 20 x 1820K 11 D13 - 20 x 640S 12 D13 - 20 x 940S 12 D16 - 28 x 1800K

13 D16 - 28 x 790S 14 D16 - 28 x 1020S

95°47'34"

104

8
71

8
71

145°13'20"

145°13'20"6
40

2
33

1
95

51
2

95°47'34"

102

8
70

8
69

7
85

145°13'20"

145°13'20"

2
72

2
40

50
7

（A2側） （A2側） （A2側） （A2側）

（A2側） （A2側）

1
45 1
45

1
851
85

★ ★

-1 14 D16 - 5 x 690S （A2側）-2

5
60

-1

-1

11 D13 - 20 x 640S

13 D16 - 28 x 790S

（A2側）

（A2側）

-2

-2

4
55

40

40

1
45

1
85

40

40

5
60

4
55

6
5
～
13
3

195 65
～
13
3

195

2
37

2
43

9
89

1
05

5

=
20
0

3
@1
87
=5
60

2
@1
00

445

125 250

70
70

70

70

17 D13K

12 D16K

14 D16S

445

125 250

70
70

70

70

11 D13K

12 D13S

6
90

1
80

1
10

6
90

1
80

1
10

Ａ２ 橋台部

端部 標準部

70 70

65

133

79

139

13 D16S 11 D13S

D13 定着長：145D16 定着長：185

S=1:25

★

★

★

配管引出し箱抜き部

-1

17 D13K
★

-1

17 D13K
★

-3( )

17 D13K
★

-1

9
89

1
05

5

=
20
0

3
@1
87
=5
60

17 D13K
★

-1

17 D13K
★

-1

17 D13K
★

-2( )

17 D13K
★

-1

78 289 78

100

76.5 292 76.5

100

2
@1
00

-1

2995

17 D13 - 23 x 3000K （A2側）
★

-1

1030

17 D13 - 3 x 1030K （A2側）
★

-2

1295

17 D13 - 3 x 1300K （A2側）
★

-3

1510

19 D13 - 3 x 1510K （A1側）
★

100020001000

-1 D1317K
★

-2 D1317K
★

-3

D1317K
★

-1

※( )内は、右側端部を示す。 ※( )内は、右側標準部を示す。

5@100

=500
6@125

=750

13@125=1625

D1318K
★

D1319K
★

D1614S -2-1

-1,2

-1,2

600 1400

配管引出し箱抜き部

（400x600x175）

-1,2 -1,2

1 - 1 2 - 2

1

1

1

1

2

2

　　削孔長：155　　削孔長：195

※ A=(0.641+0.147+0.644)x0.052=0.07m2

6
41

147

6
44

9
89

1
05

5

445

125 250

70

70

6
90

1
80

1
10

70 17 D13K
★

-1

14 D16S -2

3
30

4
00

19 D13K
★

18 D16K
★

配管引出し箱抜き部

（400x600x175）

40
1
00

1
50

78 289 78

100

13 D16S

D16 定着長：185

-2

　　削孔長：195

1
00

6
60

17 D13K
★

-1

13 D16S -3

※

D1613S -3

145°13'20"

2
62

13
6

1
85

212

1
00

13 D16 - 5 x 400S

3
97

（A1側）

1
85

2
12

-3

18 D16 - 5 x 1210K （A2側）

95°47'34"

102

8
70

1
99

100

S 13-3 D16 400 5 1.56 0.624 3

あと施工アンカー詳細図 S=1:15

50

橋梁部管路工

ケーブル工

3 3

4 4

橋梁部管路工

ケーブル工

橋梁部管路工

ケーブル工

（あと施工アンカー)

（あと施工アンカー)

（あと施工アンカー)

（あと施工アンカー)

（あと施工アンカー)

（あと施工アンカー)

（あと施工アンカー)

Vカット目地部詳細図 S=1:25

3 - 3

4 - 4

鉄筋　Ａ（Ｅ）

60

あと施工アンカー工　φ２３・１５５（Ａ）

合計

（45 kg） 139D13

合計

184kg kg本

あと施工アンカー工　φ２６・１９５

94

154

（121 kg）

（166 kg）

88

227

D16 209

393

kg

kg

kg

kg

本

本

1
45

1
55

10

D13

∅23

1
85

1
95

10

φ26×195
コンクリート削孔

D16

∅26

φ23×155

※　アンカー筋の定着部を除く範囲はエポキシ樹脂塗装を行うものとする。

コンクリート削孔
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θ=90°

ａ Δｌ
径

D13

D16

61 17

75 21

ａ

39

48

Ｒ ａ ΔｌＲ

θ=135°

71.5 56

69 4

Ｌ

Ｌ

Ｒ

φ

l= 2 x Ｌ - ａ

3

88  

鉄 筋 曲 げ 加 工 表

θ

注）上記に当てはまらない角度は各々の角度で減長を計算する。

1030 120

120 4@210=840 70

24500

70

3@110

=330

125

23@250=575015023@250=575015023@250=575015023@250=5750

125

3@110

=33070

断 面 図 S=1:50

側 面 図 S=1:100

115050

50

1
20

1
03
0

1
15
0

1
20

4
@2
10

=
84
0

70

1 D16C

1
20

80

1
92

4 D13C

3 D16C

1 D16C

24360

10000
10000

5270

記　号 鉄筋径 長　　さ 本 数 単位質量 1本当り質量 質　量 摘　要

（mm） （kg/m） （kg/本） （kg）

鉄筋表

208 - D16 x 740
C

1 104 - D16 x 730
C

2 104 - D16 x 1130
C

3

10 - D13 x 10000
C

4 -1 5 - D13 x 5270
C

4 -2

455 455

2 D16C

3 D16C

2 D16C

C 1

C 2

C 3

C 4-1

C 4-2

合計

鉄筋　Ａ（Ｅ）

D16

D13

合計

kg

kg

kg

kg

1.5%

740 208 1.15 239

730 104 1.14 119

1130 104 1.76 183

D13 10000 10 0.995 9.95 100

D13 5270 5 0.995 5.24 26

667

126

667

135°51'34"

89°8'26"

89°8'26"

114°6'8"

240

3
01

90°51'34"

240
91°8'45"

D16

D16

D16

1.56

1.56

1.56

大荒戸橋（下り線） 中央分離帯配筋図

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

大荒戸橋（下り線）

中央分離帯配筋図

/

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

2
74

240

240

1
00

921

104

30

541

B1-VE54(1)

8
00

【通信管路】

750

橋梁部管路工
ケーブル工

★ ★ ★

★ ★

★

★

★★

★

★

★

★

★

★

★

★

※　★印鉄筋は、鉄筋　Ａ（Ｅ）を示す。

4 D13C★

200
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平 面 図 S=1:200

断 面 図 S=1:200

下り線

（B-LINE）

上り線

（A-LINE）

50

1150 11005 445

25900

14004 @ 2600 = 10400800
50

1450

80

GB1 GB2 GB3 GB4 GB5
GA1

750 3500 3500 750 2505

2.000%

P.H+5mm

1.5%0.99%

300

150

150 150

1
80

1
91
6.
5

1
70
0
2
16
.5

2
002
10
1
05
0
80 1
60

橋長 24600

50

350

桁長 24500 50

支間 23800 350

2
59
00

50

1
15
0

1
10
05

4
45

50 12250 5900 6000

350

50

1
32
50

50
1
26
00

8
00

4
@2
60
0=
10
40
0

1
40
0

5
00

6
00

2
00
0

6
00

2
00
0

6
00

2
00
0

6
00

2
00
0

6
00

1
10
0

87°
40'0"

87°
29′

20″

87°
50′

54″

CL

C L
下

り
線

（
B
-
L
IN
E）

上
り
線

（
A
-
L
IN
E）

側 面 図 S=1:200

橋長 24600

50

350

桁長 24500 50

支間 23800 350

Mov Fix

CL

補強範囲 16200

A1 A2
4000

4150

4000

4150

200200
350 350

GB1

GB2

GB3

GB4

GB5

炭素繊維補強

1層貼付け

3
00

炭素繊維シート施工接着仕様図
1～7は、作業順序を示す。

1.下地処理

2.プライマー塗布

3.不陸修正工（エポキシパテ）

4.含浸接着樹脂

5.炭素繊維シート(1層目)（目付量300kg/m ）

6.含浸接着樹脂

7.仕上げ材 t=1mm

6.40×10 N/mm

1900N/mm 以上

0.143mm

主　桁

炭素繊維シートの種類

引張強度

引張弾性率

厚　　さ

適用箇所

2

2

5

繊維目付 300g/m
2

A部詳細図

貼付け幅

炭素繊維シート

S=1:50

600

50 500 504150 補強範囲 16200 4150

24500

4150 補強範囲 16200 4150

24500

炭素繊維補強

1層貼付け

大荒戸橋（下り線） 炭素繊維シート補強工図

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

大荒戸橋（下り線）

炭素繊維シート補強工図

/

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

B部

A部

主桁

B部詳細図

仕上げ材（JIS A 6909） t=1mm

※ 仕上げ材は、炭素繊維シート等を覆うように施工すること。

2
30
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平 面 図 S=1:200

橋長 24600

50

350

桁長 24500 50

支間 23800 350

2
59
00

50

1
15
0

1
10
05

4
45

1
32
50

50
1
26
00

87°
40'0"

87°
29′

20″

87°
50′

54″

C L
下

り
線

（
B
-
L
IN
E）

上
り
線

（
A
-
L
IN
E）

3
00

GB1 GB2 GB3 GB4 GB5

11005（床版防水工、アスファルト橋梁レベリング層工（ｔ＝４ｃｍ））

50

25900

4451150

750 3500 3500 750 2505

P.H+5mm

10935（アスファルトコンクリート表層工Ⅱ） 70

断 面 図 S=1:100

下り線（B-LINE）

路肩側中分側

300

床版

伸縮装置

床版排水処理工配置図 S=1:20

3
00

フレキシブルチューブ

PVC樹脂　φ25（外径）

L=2000 (概数)

※ 主材の表面処理は、溶融亜鉛メッキHDZT49とすること

N=1 箇所

固定金具　φ5（SWM-B）

床版排水処理詳細図 S=1:10

φ60

φ100

φ42.7

3
00

20
10

70
1
30

端部詳細図 S=1:10

200mm以上
端部防水層 200mm以上

端部防水層

端部保護材
止水処理(100㎜程度)

端部防水層 200mm以上

床版

伸縮装置
地　覆

壁高欄

中央分離帯側 路肩側 伸縮装置部

1
0
m
m程

度

床版防水工詳細図 S=1:50

1
10
14

1
10
14

床版防水工　Ａ

アスファルトコンクリート
タックコート　Ｂ

アスファルトコンクリート表層工Ⅱ（ｔ＝４ｃｍ）

200mm以上

端部保護材

端部防水層

1
10

端部保護材
止水処理(100㎜程度)

200mm以上端部防水層

80

床版排水孔排水桝

数 量 表

細　　目 単位 数量

アスファルトコンクリート表層工Ⅱ

アスファルトコンクリート橋梁レベリング層工（ｔ＝４ｃｍ）

床版防水工　Ａ

床版防水工

端部防水層（中分側）

m2

m

m2

m2

m

m

23.8

22.0

舗装工

凡  例

項　目

260.3

261.9

261.9

備　　考

高機能舗装Ⅱ型

FB13

ｸﾞﾚｰﾄﾞⅡ

23.8

23800（床版防水工、舗装工）350 350

30mm程
度

伸縮装置 伸縮装置

大荒戸橋（下り線） 床版防水工・舗装工図

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

大荒戸橋（下り線）

床版防水工・舗装工図

/

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

排水桝

止水処理

(20mm程度)

止水処理工（中分側） m

m 23.8

23.8

m 22.0

 側面図 

 平面図 

伸縮装置

壁高欄

100程度

100程度

1
0
0
程
度

床版排水孔

床版排水孔

止水処理(100㎜程度)

端部保護材 70

30
mm
程
度

橋梁レベリング層工（ｔ＝４ｃｍ）

床版防水工　Ａ

床版防水工　Ａ

アスファルトコンクリート橋梁レベリング層工（ｔ＝４ｃｍ）

アスファルトコンクリート表層工Ⅱ（ｔ＝４ｃｍ）

床版防水工　Ａ

アスファルトコンクリート橋梁レベリング層工（ｔ＝４ｃｍ）

アスファルトコンクリート表層工Ⅱ（ｔ＝４ｃｍ）

端部防水層（路肩側）

端部防水層（伸縮装置側）

止水処理工（路肩側）

止水処理工（伸縮装置側）

床版排水孔

床版排水パイプ

TKM-13A-SHS

　 流末は、排水管に接続すること
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M

A1

F

A2

大荒戸橋（下り線） 表面保護工図

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

大荒戸橋（下り線）

表面保護工図

/

側 面 図 S=1:200

平 面 図 S=1:200

断 面 図 S=1:200
下り線

（B-LINE）

上り線

（A-LINE）

1800 501150

300010750700 11005 445

25900

14004 @ 2600 = 10400800

50

14504 @ 2600 = 104001400

8075

GB1 GB2 GB3 GB4 GB5
GA1GA2GA3GA4GA5

2250 750 3500 3500 750 750 3500 3500 750 2505

2.000%
2.000%

P.H+5mmP.H

1.5%0.99%

1500 300

150

1
80

橋長 24600

50

350

桁長 24500 50

支間 23800 350
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1
40
0

2
60
0
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0
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0
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50 12250
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4
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1
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0

8
00

4
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0=
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0

1
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0

1
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0

6
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2
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0

6
00

2
00
0

6
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2
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0

6
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2
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0

6
00

1
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5
00

6
00

2
00
0

6
00

2
00
0

6
00

2
00
0

6
00

2
00
0

6
00

1
10
0

87°
40'0"

87°
29′

20″

87°
50′

54″
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C L

1 1

2 2

下
り
線

（
B
-
L
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E）

上
り
線

（
A
-
L
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E）

3 - 3 4 - 4

橋長 24600

50

350

桁長 24500 50

支間 23800 350

500 950 950 500

3 3

44

2
60
0

2
60
0

2
60
0

2
60
0

8
00

1
40
0

1 - 1 2 - 2CL

1
70
0

2
10

上
り
線
:
75

下
り
線
:
80

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

2
30

9695 6504

12250 50

950

2
00

表面保護工
張出し床版下面

表面保護工
張出し床版下面

3
50

9
50

表面保護工詳細図 S=1:200

936
356

表面保護工（表面被覆材）
床版(路肩側)　L=0.936m

表面保護工（表面被覆材）
主桁(GB5)　L=2.214m

表面保護工（表面被覆材）
床版(中分側)　L=0.356m

20.228

HWL 19.628

16.328

1501
70
0

5
00

1500

500 1000

5
00

2
10
9

2
60
9

1
70
0

5
00

1500

5001000

5
00

2
11
0

2
61
0

1
50

1
50

450

1150

12600

445

12600

80

750 3500 3500 750 2505

2.000%

P.H+5mm

1.5%

1
802
30

5
00

1
93
0

1150

2000

3
94

2000

3
94

2000

3
94

2000

3
941
93
0

5
00

550

1
70
1

1
71
3

A2橋台A1橋台

5
00

1
00
0

12600

5
00

1
00
0

830

5
30

830

5
30

830

5
30

830

5
30

830

5
30

1.工事に先立ち、事前に設置対象構造物の現地計測を行った

  上で、寸法や取り合いを確認すること。

2.施工範囲は、竣工図書から範囲を想定しているため、現地

  状況を確認した上で、表面保護の範囲を決定すること。

注記

3.主桁や橋台コンクリートに浮き等の変状が認められる場合、

  表面保護工を講じる前に断面修復などの対策を行うこと。

表面保護工
主桁側面

表面保護工
横桁下面

表面保護工
主桁下面

表面保護工
橋台側面

表面保護工
主桁側面

表面保護工
主桁側面

表面保護工
橋台側面

床版・主桁

表面保護工詳細図 S=1:50

600

2
00

73

53
1
26
1

80

600

2
00 73

53
1
26
1

80

表面保護工
橋座面

表面保護工（表面被覆材）
主桁(GB1)　L=2.214m

1150

12600

445

12600

80

750350035007502505

2.000%

P.H+5mm

1.5%

1
80 2
30

5
00

1
93
0

1150

2000

3
94

2000

3
94

2000

3
94

2000

3
94 1
93
0

5
00

550

1
70
1

1
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3

5
00

1
00
0

12600

5
00

1
00
0

830

5
30

830

5
30

830

5
30
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5
30

830

5
30

表面保護工
橋台前面

表面保護工
橋座面

950

1
50

3
50

6
00

365

6
00

9
50

1
50

365

365

365

365

365

365

4.A1橋台部の桁間橋座面には、既往の変位制限構造（鋼製ブ

  ラケット）が設置されているため、施工前に撤去した上で

  表面保護を行うこと。

表面保護工
橋台前面

450

365

365

365
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701 115110760

12612

2.0%
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1091

80

2
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0
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517

1
2
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2
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1401 10410 801

80

1
2
6
1

中分側路肩側

5
2

5
2

200 600 2100 600 2100 600 2100 600 2100 600 200 5252

72

215

斜部 ②

72

215

斜部 ①

②

①

新潟

長岡

A2

A1

3
0
0
0

51780126112611090 80

G1
G2

G3
G4

G5

端横桁下面
72

4
5
0

4
5
0

50

752

5
0
0

500

5
5
0

4
3
0

600

1100

5
0
0

300

4
0
4

4
0
4

4
5
0

1231

5
5
0

1100

5
0
0

型式：単純PCﾎﾟｽﾃﾝ合成I桁

横締定着部

狭小部範囲

断面修復工
コンクリートはつり工図示表示

亜硝酸ﾘﾁｳﾑ有 亜硝酸ﾘﾁｳﾑ無
摘　要

A1 (t=5cm) A1 (t=1cm) B1 (t=4cm)

A2 (t=5cm) A2 (t=1cm) B2 (t=4cm)

A1 (t=6cm) A1 (t=1cm) B1 (t=5cm)

平 面 図 S=1:60

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図示 図面番号

施工会社名

大荒戸橋（下り線）

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

断面修復工図（その1）

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

/

大荒戸橋（下り線） 断面修復工図（その1） 18      39
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中分側 路肩側

G1G2G3G4G5

2.0%
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①
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斜部 ①
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斜部 ②

1261 80 1090126180517
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新潟
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3
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G5

端横桁下面
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5
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型式：単純PCﾎﾟｽﾃﾝ合成I桁

横締定着部

狭小部範囲
断面修復工

コンクリートはつり工図示表示
亜硝酸ﾘﾁｳﾑ有 亜硝酸ﾘﾁｳﾑ無

摘　要

A1 (t=5cm) A1 (t=1cm) B1 (t=4cm)

A1 (t=2cm) A1 (t=1cm) B1 (t=1cm)

平 面 図 S=1:60

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図示 図面番号

施工会社名

大荒戸橋（下り線）

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

断面修復工図（その2）

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

/

大荒戸橋（下り線） 断面修復工図（その2） 19      39



50 桁 長 24500 50

橋 長 24600

伸縮装置取替え

除雪車誘導板付

88°

88°

4750 6255

110051150

12600

445

2%

排水パイプ

シール材

シール材

※1 排水パイプはサドルバンドなどで固定すること。

※2 沓座に排水パイプの水がいかないように配慮すること。

A1 A2

下り線

M

A1

F

A2

遮水エッジ

遮水エッジ

上り線側 下り線

上り線側 下り線

橋台側:500 50

<250> 118～158 <250>

80

1
30

桁側:350

80 <150>80<150><135>

型

枠

材

～

82

5

45 31

1
40

通し筋 D16

SD345

現場接合弾性シール材

リブプレート

除雪車誘導板付

後打コンクリート

コンクリートアンカー D16
SD345　ｱﾝｶｰ筋 L=130mm

温　度（℃）

-15 -10 -5 0 5 10 15 20 25 30 35

設
置
幅
（
m
m）

110.0

117.4

124.7

135.3

142.3
150.0

設置幅グラフ

100

110

120

130

140

150

160

A部 B部

A1(M)

1.488

伸縮装置材料表
名        称

ジョイント本体

材質 単位

m

m3

備考

後打コンクリート

排水パイプ 

SS400 合成ゴム 
弾性シール材

1本

除雪車誘導板付

合計

12.500

ステンレス
(フレキシブル)

接着剤 1式

ﾘｯﾀｰシール材 シリコン系 3.28

バックアップ材 m

通し筋 SD345

2.625 □100

m D1659.350

15Ax5000

サドルバンド ステンレス 個 10

A2(F)

1
29

30
1
80

6
90

1

12.500

1

3.28

2.625

59.350

10

2.976

2

25.000

2

6.56

5.250

118.700

20

1.488

※1 カッター幅及びはつり深さは、現場確認の上、決定のこと。

※2 現地確認後、タイプ及び製作長など決定のこと。

※3 排水パイプ長およびサドルバンド個数は、現地測量のうえ決定すること。

遮水エッジ
SS400 合成ゴム 
SD345 弾性シール材 2本 2 4

上り線

60

80

80 1
40

G
90°

G
90°

接着剤注入孔

接着剤充填

弾性シール材

パッキン

※溶接前に、接着剤注入孔からも接着剤をパッキン

　溶接後仕上げを行い、接着剤注入孔をシール材に

　て孔埋めすること。

　上面に充填すること。

25

50

プライマー塗布

バックアップ材

シール材

D16x570

150

2
10

上部工

※ < >内寸法は橋軸方向を示す。

1
10

1
00

80 150

2
10

12@150=1800

2@250
=500

88
°

寸  法 Ａ１数量 Ａ２数量 合計数量 １本当り質量 合計質量 備  考

D16x570 49 本 0.889 87 kg SD345

鉄筋材料表

98 本 kg49 本

止水ゴム

88
°

1096 574 1180

3000
3000

1980 1278 392

3650

2850

5850

伸縮装置:12500

6650

5@250=1250 180
33@250=8250

150

250

200

130

5@250=1250
通し筋:11870

※ 接合部は、パッキンに接着剤を塗布し接合すること。

また、指定範囲に溶接を施すこと

現場接合
現場接合

現場接合

シール材

遮水エッジ

シール材

遮水エッジ

カバープレート

A部詳細 B部詳細

90

1096 392

A'

A'

B'

B'

後打コンクリート
後打コンクリート

1
00

250

2
47

1
00

2
47

6
94

59
.5

10
0

59
.5 21
9

30

90

B'-B'

30 150

180

A'-A'

排水用パイプ

L=5.000m

カバープレート ステンレス 箇所 2 2 4
M8x25
(ホールインアンカー含む)

カバープレート

大荒戸橋（下り線） 伸縮装置詳細図

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

大荒戸橋（下り線）

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

伸縮装置詳細図

/

注記

1.工事に先立ち、事前に設置対象構造物の現地計測を行った

  上で、寸法や取り合いを確認すること。

2.桁側の埋込鉄筋は、床版取替え工事にて手配のこと。

3.壁高欄塞ぎ板（カバープレート）は、縦断勾配を考慮の上

　製作のこと。

断 面 図 S=1:100 伸縮装置断面図 S=1:10 接合部詳細

平 面 図 S=1:100

配 置 図 S=1:400  シール材充填図 S=1:6

地覆部詳細図 S=1:60

 鉄筋加工図 S=1:20

 アンカー筋埋設図 S=1:100

LC

カバープレート

カバープレート

30 150

180 1050

163

ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰD16 147 本 0.138 41 kg SD345294 本 kg147 本

24N/mm2以上

D16x130 SD345

1
10

147 本 0.203 60 kg294 本 kg147 本
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番 号 部 品 名 称

＜ 材　料　表 ＞ (1箇所あたり)

材　質 寸　法 数量 備　考

① FRP下ます FRP 440×555×520 内面ｹﾞﾙｺｰﾄ

上ます SS400 318×458×100 溶融亜鉛めっき(HDZT77)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 290×431×71.5

- φ20

M16×90

②

③

④

⑤

上ます固定ﾎﾞﾙﾄ SUS304 M16×110 ﾅｯﾄ含む⑥

高さ調整ボルト SUS304

導水ﾊﾟｲﾌﾟ

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ固定ﾎﾞﾙﾄ 4.8以上 M16×55 ﾅｯﾄ・ﾜｯｼｬ-含む⑦

ｱﾝｶｰﾊﾞｰ SS400 φ16×160⑧

ｱｲﾎﾞﾙﾄ - M8 ﾅｯﾄ含む⑨

飛散防止ﾁｪｰﾝ - φ5 2-ｼｬｯｸﾙ含む⑩

SS400 溶融亜鉛めっき(HDZT77)

重 量

-

-

-

1 8.8

1 13.8

1 11.2

4 0.7

2

4

4

1

1

1

0.5

0.5

1.0

合　計　重　量 36.5 kg

セット図（型式：DFD4455A）

舗装面

床版面

防水層接合部

④ 導水ﾊﾟｲﾌﾟ

① FRP下ます

⑩ 飛散防止ﾁｪｰﾝ

2-18x36長孔4-φ18

6-20×23 長孔

② 上ます

ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞﾊﾞｰ
RIB 55×7×4

ﾂｲｽﾄﾊﾞｰ

ｴﾝﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ
FB 44×4.5

連結ﾁｪｰﾝﾌｯｸ
RB φ6

丸穴
φ29

③ グレーチング

ベアリングバー上面

（ザラザラ）

④ 導水パイプ

① FRP下ます

⑧ ｱﾝｶｰﾊﾞｰ

③ ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

② 上ます

RB φ16

⑦ ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ固定ﾎﾞﾙﾄ
M16

⑥ 上ます固定ﾎﾞﾙﾄ
M16(SUS)

⑤ 高さ調整ﾎﾞﾙﾄ
M16(SUS)

導水勾配19%19%

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ
t = 12mm

⑨ ｱｲﾎﾞﾙﾄ

製作数=2

排 水 桝 S=1:20

GB5

4
71
0

7
00

8
00

1
10
0

1
60
0

5
10

1150 50

130 445

1
55
0

1.工事に先立ち、事前に設置対象構造物の現地計測を行った

  上で、寸法や取り合いを確認すること。

注記

2
18
0

1
55
0

◆排水桝材料表

4
71
0

7
00

8
00

1
10
0

1
60
0

5
10

2
18
0

取付金具(S-1)
製作数=4

S-1

S-2

S-2

S-1

S-2

S-2

S-1

S-1

1-VP150 L=1550 (スリーブ付)

1-排水桝

1-VP150 L=2180 (スリーブ付)

2-取付金具 (S-1)

2-取付金具 (S-2)

伸縮継手伸縮継手

C L

橋長 24600

50

350

桁長 24500 50

支間 23800 350

位 置 図

排水桝

A1 A2

下
り
線

（
B
-
L
IN
E）

側 面 図 断 面 図

4
44
9

12
4

200

617

970

446

1-VP150 135°エルボ

大荒戸橋（下り線） 排水装置詳細図

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

大荒戸橋（下り線）

排水装置詳細図

/

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

製作数=2

排 水 管 S=1:100

S=1:20

排水桝

50 480 25

555

50
3
40

50

4
40

50 480 25

555

50
3
40

50

4
40

435 120

φ165

1
75

3
45

5
20

3
18

1
00

458

20

23

35.3

50

2
90

74 283 74

431

7
1.
5

4 194 35 194 4

20

3
39

479

1150

S=1:400

22200 1150

2.特記なき材質は全てSS400とする。

3.取付金具のボルトまたはナットは、ゆるみ止め構造を使用

150A用

伸縮継手
製作数=2

S=1:20

150

φ
1
67

φ
1
65

536

170214152

φ
2
44

取付金具(S-2)
製作数=4

S=1:20

30 30

φ
16
5

105

6

6

30

40

30

6

50 50

50
1
00

50

97
6

97

6

100

2
00

7523730

200

1
00

4-φ14孔 

2-φ14x30長孔 

1-PL 100x6x105(SM400A)

2-BN M12x40

1-PL 100x6x200(SM400A)

2-BN M12x30

2-ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ M12x100

2-FB 100x6x391

4

23730

30

617

φ165

80

50437

30

6

30 20

8

1-PL 100x12x200(SM400A)

1-PL 100x 8x 80(SM400A)

1-FB 100x 6x497

2-BN M12x30

2-BN M12x35

2-BN M12x40

40
30

1
00 40

30

40
30

1
0040

30

2-φ14孔 

497 20

12

12

50
1
00

50

2
00

4

2-FB 100x 6x391

φ165

4-φ14孔 

φ
16
5

6

6

30 30

50
1
00

50

96
8

96

100

2
00

4-φ14x30長孔 

40

4-ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ M12x100

3
87
0

　すること。

4.取付金具を設置する前に、橋台の表面保護工を行うこと。

床版排水孔

床版排水孔
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488

488

498

510

1
50

11

6
19

1
28

19

11

11
3

6
1
00

11

19

6

100 20

11

11

6

19

1
50

11
1
28

　　　　　　表面:透明高耐侯性フィルム被覆

4.仕上げ－文字および縁:金色

1.材質:アルミニウム（JIS H 4000A 5052P）

3.寸法:150mm×510mm

5.取り付けボルト:SUS

　　　　　　地肌部:黒色

仕　様

2.板厚:3mm

11

大 荒 戸 橋

3

大 荒 戸 橋

2
00

300

6
90

445

250 70 125

9
80

6
90

30
80

1
80

510

1
50

300 300 100 300

橋名板

橋歴板

橋歴板
建設時 床版取替

100 300

橋歴板 橋歴板
床版取替

橋歴板
床版防水記録表

２０○○年○月

東日本高速道路(株)建造

道路橋示方書(2017)B活荷重

施工 ○○○○(株)

1-橋歴板 200x3x300(アルミニウム)
4-セラミックインサートアンカー M10x40

φ10孔

製作数：1

橋名板

床版防水記録表
橋 梁 名

端部防水層

床版防水層

施工数量

施工範囲

大荒戸橋 工 事 名

Ａ１-Ａ２間

施工会社名

施工完了年月

種　　　類：
工　法　名：
製造会社名：

床版取替工事

種　　　類：
工　法　名：
製造会社名：

1.橋名板および橋歴板に用いる材料は、JIS H 4000 A 5052 P

  （アルミニウム板）の規定に適合したものを標準とし、

  表面は透明の高耐候性フィルムにより被覆することとする。

2.橋名板および橋歴板に用いる色は黒地に金色とする。

  また、縁６mmについても文字と同様に金色とする。

3.橋名板の字体は丸ゴシックとする。

  橋歴板の字体はゴシックとする。

１９７６年１月

日本道路公団建造
道示(1972) TT-43

施工 (株)安部工業所

4-ボルト M10x40(SUS304)(丸頭 すりわり付き)

288

300

6 6

2
00

6
6

1
88

15
15

1
70 2
08

2
02

3

300

270 1515

3

製作数：1

橋歴板(建設時)

φ10孔

288

300

6 6

2
00

6
6

1
88

15
15

1
70 2
08

2
02

3

300

270 1515

3

製作数：1

橋歴板(床版取替)

φ10孔

288

300

6 6

2
00

6
6

1
88

15
15

1
70 2
08

2
02

3

300

270 1515

3

製作数：1

橋歴板(床版防水記録表)

1-橋歴板 200x3x300(アルミニウム)
4-セラミックインサートアンカー M10x40
4-ボルト M10x40(SUS304)(丸頭 すりわり付き)

1-橋歴板 200x3x300(アルミニウム)
4-セラミックインサートアンカー M10x40
4-ボルト M10x40(SUS304)(丸頭 すりわり付き)

設置詳細図

正面図

断面図

S=1:20

橋名板詳細図 S=1:8

橋歴板詳細図 S=1:8

注記

箇所図 S=1:200

橋名板・橋歴板設置位置

大荒戸橋（下り線） 橋名板・橋歴板詳細図

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

大荒戸橋（下り線）

橋名板・橋歴板詳細図

/

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

橋長 24600

50

350

桁長 24500 50

支間 23800 350

1
60
0

50
1
15
0

1
10
05

4
45

12250

50
1
26
00

8
00

4
@2
60
0=
10
40
0

1
40
0

87°
40'0"

87°
29′

20″

87°
50′

54″

C L
下

り
線

（
B
-
L
IN
E）

2
60
0

2
60
0

2
60
0

2
60
0

8
00

1
40
0

12250

2
00

100 20 100 20 100

安部式ストランド工法

S=1:20 22      39



θ=90°

ａ Δｌ
径

D13

D16

61 17

75 21

ａ

39

48

Ｒ ａ ΔｌＲ

θ=135°

71.5 56

69 4

Ｌ

Ｌ

Ｒ

φ

l= 2 x Ｌ - ａ

3

88  

鉄 筋 曲 げ 加 工 表

θ

注）上記に当てはまらない角度は各々の角度で減長を計算する。

800200

93

800

24500

80

2@223

=445

23@250=5750 150 23@250=5750 150 23@250=5750 150 23@250=5750 2@223

=445
80

断 面 図 S=1:50

側 面 図 S=1:100

1800 50

300

150

1
15
0

50

2
00

8
00

8
00
(7
95
)

6 D16C

GA1

1
20

75 1
99 2
23

7C

8 D13C

7 D16C

6 D16C

8 D13C

24360

10000
10000

5270

記　号 鉄筋径 長　　さ 本 数 単位質量 1本当り質量 質　量 摘　要

（mm） （kg/m） （kg/本） （kg）

C1 500 124 0.500 62

860 100 1.34 134

D13 10000 8 80

D13 5270 4 21

鉄筋表

C3-1

C4-1

C4-2

D13

D16

0.995

0.995

kg571小計

0.99%

8 - D13 x 10000
C

4 -1 4 - D13 x 5270
C

4 -2

455 455

C2 560 124 0.874 108D16

1.56

9.95

5.24

9377

2@230

=460

77 95 3@203=610 95

3 D16CD16

15080 80

2
47

4 D13C

5 D13C9 D13C

1 D13C

1次復旧2次復旧

9 D13C

1 D13C

5 D13C

4 D13C

10 - D13 x 10000
C

8 -1 5 - D13 x 5270
C

8 -2

1
85

1
47

3
32

240 195

1
68

1
45 3
131
25

1
85

1
40

1
853
10

3
25

240 240

644

1
17

1
38

644

1
1193

390 65 65 390

124 - D16 x 530
C

6 -1 124 - D16 x 550
C

6 -2 124 - D16 x 560
C

2 124 - D13 x 500
C

1

100 - D16 x 860
C

3

124 - D16 x 810
C

7

124 - D13 x 430
C
9 124 - D13 x 430

C
5

37 28 28 37

427 427

機械継手
D13用

機械継手
D13用

C5

1.56

0.995

C6-1 530 124 0.827 103

810 124 1.26 156

D13 10000 10 100

D13 5270 5 26

C7

C8-1

C8-2

D16

D16

0.995

0.995

C6-2 550 124 0.856 106D16

1.56

9.95

5.24

C9

1.56

1.56

◆1次復旧

◆2次復旧

kg511小計

D13 430 124 530.995 0.428

D13 430 124 0.995 53

◆1次復旧 ◆2次復旧

kg175 kg206D13

合計

kg381

機械継手D13

あと施工アンカー工　φ２３・１５５（Ａ）

機械継手D13用

本124 本0 本124

個124 個124 個248

※　★印鉄筋は、鉄筋　Ａ（Ｅ）、☆印鉄筋は、鉄筋　Ｂ（Ｅ）を示す。

★

★

★ ★

★

★

★

☆ ☆

★

★

★

★

★

★

☆

☆

★

★

★

☆

★

★

★

☆

鉄筋　Ａ（Ｅ）

kg53 kg53D13 kg106

大荒戸橋（上り線） 中央分離帯配筋図

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

大荒戸橋（上り線）

中央分離帯配筋図

/

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

2 D16C

kg0 kg0D16 kg0

kg113 kg103D16 kg216鉄筋　Ａ（Ｅ）

本124 本248 本372

機械継手D13

2 D16C

1200

1
20
0

93

77

2
@2
30

=
46
0

7793 95

3
@2
03

=
61
0

95

(
17
95
)

(
20
)

(
11
85
)

1
80
0

5100

橋台部中央分離帯

195

19@250=4750

795200

93

800

D16 定着長：185

1795 20

295

150

6 D16C

1
20

75 1
99 2
23

7C

8 D13C

0.99%

9377

2@230

=460

77 95 3@202=605 95

3 D16CD16

15080 80

2
47

4 D13C

5 D13C9 D13C

1 D13C

1次復旧2次復旧

★

★

☆ ☆

★

★

D13 定着長：145

2 D16C

1200

橋梁部管路工
ケーブル工

橋台部 橋梁部

1185 1150

80 80

5100

-2 -1

-3,4-3,4 -1,2-1,2

4960

4 - D13 x 4960
C

4 -3

5 - D13 x 4960
C

8 -3

★

★

360

4 - D13 x 360
C

4 -4

5 - D13 x 360
C

8 -4

★

★

3 D16C★
-1

3 D16C★
-2

2@170

=340

8 D13C

4 D13C

8 D13C

4 D13C

80 80

5005050

-1,2

-1,2

-3

-3

-4

-4

※ ( )内は、橋台部寸法を示す。

3
@2
02

=
60
5

(
)

-1

639

1
17

1
36

24 - D16 x 850
C

3

★

-2

3 D16C★
-2

850 24 1.33 32C3-2 D16 1.56★

D13 4 20C4-3 0.995★

D13 360 4 1C4-4 0.995★

D13 4960 5 25C8-3 0.995 4.94★

D13 360 5 2C8-4 0.995★

500

橋台部中央分離帯

※　機械式継手は、継手性能Ａ級相当とする。

4960 4.94

    削孔長：195
D16 定着長：185
    削孔長：195

    削孔長：155
D13 定着長：145
    削孔長：155

橋梁部管路工
ケーブル工

（あと施工アンカー)

（あと施工アンカー)

（あと施工アンカー)

（あと施工アンカー)

あと施工アンカー工　φ２６・１９５

kg）（ 62 kg）（  0

kg）（108 kg）（209

鉄筋　Ｂ（Ｅ）

鉄筋　Ｂ（Ｅ）

0.358

0.428

0.358

橋梁部管路工
ケーブル工

1
45

1
55

10

D13

∅23

あと施工アンカー詳細図 S=1:15

1
85

1
95

10

φ26×195
コンクリート削孔

D16

∅26

φ23×155

※　アンカー筋の定着部を除く範囲はエポキシ樹脂塗装を行うものとする。

コンクリート削孔
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側 面 図 S=1:200

平 面 図 S=1:200

断 面 図 S=1:200
下り線

（B-LINE）

上り線

（A-LINE）

800

200011750700

25900
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50

14504 @ 2600 = 104001400
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4
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40
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0
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40'0"
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54″

CL

C L

2 2

下
り
線

（
B
-
L
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E）

上
り
線

（
A
-
L
IN
E）

橋長 24600

50

350

桁長 24500 50

支間 23800 350

Mov Fix

CL

250 1350

1
20
0

250 1300 1300 250

1350 250

1
25
0

1
25
0

1300 1350

伸縮装置幅 伸縮装置幅

伸縮装置幅 伸縮装置幅

炭素繊維シート施工接着仕様図
1～7は、作業順序を示す。

1.下地処理

2.プライマー塗布

3.不陸修正工（エポキシパテ）

4.含浸接着樹脂

5.炭素繊維シート(1層目)（目付量300kg/m ）

6.含浸接着樹脂

炭素繊維補強

1層貼付け

炭素繊維補強

1層貼付け

炭素繊維補強

1層貼付け

炭素繊維補強

1層貼付け

6.40×10 N/mm

1900N/mm 以上

0.143mm

主　桁

炭素繊維シートの種類

引張強度

引張弾性率

厚　　さ

適用箇所

2

2

5

繊維目付 300g/m
2

1250 1200炭素繊維補強

1層貼付け
炭素繊維補強

1層貼付け

250 L側:1300 250
R側:1350

L側:1300
R側:1350

炭素繊維補強

1層貼付け
炭素繊維補強

1層貼付け

GA5

GA4

GA3

GA2

GA1

A1 A2

7.仕上げ材 t=1mm

1
20
0

大荒戸橋（上り線） 炭素繊維シート補強工図

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

大荒戸橋（上り線）

炭素繊維シート補強工図

/

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

2

A部

床版

A部詳細図

※ 表面保護工は、炭素繊維シート等を覆うように施工すること。

仕上げ材（JIS A 6909）t=1mm

縁石

2
10
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大荒戸橋（上り線） 舗装工図（中分地覆撤去１次復旧）

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

大荒戸橋（上り線）

舗装工図（中分地覆撤去１次復旧）

/

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

平 面 図 S=1:200

橋長 24600

50

350

桁長 24500 50

支間 23800 350
2
59
00

7
00

50
1
15
0

1
17
50

1
32
50

50
1
26
00

1
40
0

4
@2
60
0=
10
40
0

1
45
0

87°
40'0"

87°
29′

20″

87°
50′

54″

C L

上
り
線

（
A
-
L
IN
E）

250 1850

1
70
0

250 1800 1800 250

1850 250

GA5

GA4

GA3

GA2

GA1

1
75
0

20300

1
30
0

1
00
0

1
00
0

8
00

4
00

4
00

5

中分地覆撤去1次復旧

断 面 図 S=1:200

800

200011750700

25900

800

50

14504 @ 2600 = 104001400

75

GB1GA1GA2GA3GA4GA5

2.000%

500 300

1
80

1
91
6.
5 2
16
.5

1
70
0

CL

1300

上り線（A-LINE）

路肩側 中分側

1750 1300

(1700)
5

7

アスファルト混合物　アスファルトコンクリート橋梁レベリング層工（ｔ＝３．５ｃｍ）

路肩側

中分側

6

7

項　　目 単 位 数 量 備             考

ｔ

数 量 表

1
75
0

1
70
0

50

地覆1次復旧

1

3 3

44

中分側 m2 ※ 「上り線 中央分離帯配筋図」参照

炭素繊維シート補強工 （張出床版端部上面：炭素繊維シート補強）

3

4

路肩側

中分側

m2

m2

1

防護柵　Ｇｒ－ＳＢｍ－１Ｂ－ＢＰＬ（特）

2 中分側 m

1

2

<復旧>

<仮復旧>

5

床版防水工

路肩側 m2

6

7

6

1
25
0

5
00

1300 500

1
25
0

5
00

500 1300

5 6

※ 「上り線 床版補強工図」参照

※ 「上り線 床版防水工・舗装工図」参照

1350 500 500 1350

1
20
0

5
00

1
20
0

5
00

(
79
5)

4850
250

1
50
0

1

7

5100

橋台部中央分離帯

500

橋台部中央分離帯

250

250

1
50
0

(
20
)

(
11
85
)

※ ( )内は、橋台部寸法を示す。

1

7

（中分側：コンクリート σck=30N/mm2）

※ 「上り線 防護柵詳細図」参照

ｔ

※ 「上り線 床版防水工・舗装工図」参照

 3.4

アスファルト混合物　アスファルトコンクリート表層工Ⅱ

路肩側 ｔ ※ 「上り線 床版防水工・舗装工図」参照6

<復旧> アスファルト混合物　アスファルトコンクリート表層工Ｂ

中分側7 ｔ  3.8

　　 中分地覆撤去部　仮舗装復旧

<仮復旧> 　　 中分地覆撤去部　仮舗装復旧

1500

中分側舗装工詳細図 S=1:50

アスファルトコンクリート
タックコート　Ｂ

アスファルトコンクリート表層工Ｂ（ｔ＝４ｃｍ）

橋梁レベリング層工（ｔ＝３．５ｃｍ）
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平面図 S=1:200

橋長 24600

50

350

桁長 24500 50

支間 23800 350
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00
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00
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00

4
00

8
00

1
75
0

2
00

8
00

3

端部詳細図 S=1:10

200mm以上
端部防水層 200mm以上

止水処理(100㎜程度)

端部保護材

端部防水層

端部保護材

地　覆 地  覆

中央分離帯側路肩側

床版防水工・橋梁部舗装工詳細図 S=1:50

30mm程
度

断面図 S=1:100

上り線（A-LINE）

路肩側 中分側

25900

700 10750 1800 50

200 800 800

端部：900端部：1750

200500

床版防水工・舗装工

中間部：500

端部：830 70

中間部：430

床版防水工・舗装工

7540
35

2.000%

GA2GA3
GA5 GA4

GA1 GB1

CL

端部保護材

止水処理(100㎜程度)

200mm以上端部防水層

75

端部：1750床版防水工・舗装工

中間部：500

端  部：900

中間部：430 70
端  部：830

床版防水工・舗装工

床版防水工　Ｂ２

アスファルトコンクリート
タックコート　Ｂ

アスファルトコンクリート表層工Ⅱ（ｔ＝４ｃｍ）

70

35
40

35
40

数 量 表

工    種 単位
細　目

アスファルトコンクリート表層工Ⅱ

床版防水工　Ｂ２

床版防水工

m2

m2

m2

27.6

舗装工

凡  例

項　目

20.7

2.6

19.8

備　　考

高性能舗装Ⅱ型

ｸﾞﾚｰﾄﾞⅡ

5.3

路肩側 中分側 合　計

6.3

6.3

3.6 24.0

3.5 1.8

14.4

2.6

13.5

大荒戸橋（上り線） 床版防水工・舗装工図

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

大荒戸橋（上り線）

床版防水工・舗装工図

/

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

止水処理

(20mm程度)

止水処理工（中分側）

止水処理工（路肩側）

24.0

3.6 3.6

24.0

※ 既設防水層との重ね合わせは200mm以上とし、

あらかじめ付着性能について確認しておくこと。

30mm程度

5
00

4850 250

5
00

250
250

500 表層工・基層工

橋台部舗装工・縁石工詳細図 S=1:50

アスファルトコンクリート橋梁レベリング層工（ｔ＝３．５ｃｍ）
m2 19.8 FB13（橋梁部）6.3 13.5

橋梁レベリング層工（ｔ＝３．５ｃｍ）
アスファルトコンクリート

タックコート　Ｂ

アスファルトコンクリート表層工Ⅱ（ｔ＝４ｃｍ）

橋梁レベリング層工（ｔ＝３．５ｃｍ）

アスファルトコンクリート橋梁レベリング層工（ｔ＝３．５ｃｍ）

アスファルトコンクリート表層工Ⅱ（ｔ＝４ｃｍ）

床版防水工　Ｂ２

床版防水工　Ｂ２

FB13（橋台部）

端部防水層（伸縮装置部）

端部防水層（路肩側、中分側）

工場製コンクリート縁石　ＰＣＣ－Ａ１１

数 量 表

工    種 単位
細　目

工場製コンクリート縁石　ＰＣＣ－Ａ１１

凡  例

項　目

20.7

備　　考
路肩側 中分側 合　計

6.1縁石工

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

75

200

80

1
99

止水処理(100㎜程度)

端部防水層 200mm以上

床版

伸縮装置

伸縮装置部

1
0
m
m程

度

アスファルトコンクリート橋梁レベリング層工（ｔ＝３.５ｃｍ）

アスファルトコンクリート表層工Ⅱ（ｔ＝４ｃｍ）

床版防水工　Ｂ２
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50 桁 長:24500 50

橋 長:24600

中央分離帯ガードレール
GR-SBm-1B　 L=30.2m

88°

88°

下り線

A1

上り線

ベースプレート

300x19x300

アンカーボルト

2-D25x300（ねじ部 M24x70）

SD345 B.N（1W付）

1
9
0

7
5
0

1
7
5

6
0
0

3
5
0

10001000 1000 1000

40004000

間隔材

ビーム

4.0x350x75

支柱

φ114.3x4.5

1000 ビーム取付用ボルト

M16x35(6.8)

間隔材 間隔材取付用ボルト

 M20x150(4.6)

5085

1
002
00

2-φ22

43

70

4.5

2-22x40長孔

980

35 3.2 16

φ
40

150

M20(4.6)

133.2

φ
40

3.2

35

M16(6.8)

160 1000 1000 170

4330

6-18x24長孔

200200

10-22x40長孔10-18x24長孔

3
50

75

4

A2

65 170 65

300

40
2
20

40

3
00

80 114.3 80 12.8512.85

300

19
1
50

10
1
40

70 10 7010

65 170 65 40 220 40

19

大荒戸橋（上り線） 防護柵詳細図

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

大荒戸橋（上り線）

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

防護柵詳細図

/

アンカープレート

100x12x240 240

1
2

1
2

100

240

12

100

35 170 35

12

24500

200 200

1000

200

1000

1000 1000 1000

組 立 図 S=1:40 断 面 図 S=1:40  取付詳細図 S=1:20

ビーム詳細図 S=1:20 アンカープレート詳細図 S=1:10

ベースプレート詳細図 S=1:10

配 置 図 S=1:400 間 隔 材 S=1:20

間隔材取付用ボルト S=1:10 ビーム取付用ボルト S=1:10

5100 500

（橋台部） （橋台部）

1000

4000

505100土工部との擦り付け

10001000
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3
50

158

6
00

1
60

6
50

1
4
10

350

320

眩光防止板

S=1:25眩光防止板

Ｔｙｐｅ－ＡＳ

・眩光防止板は4.0mピッチで取付のこと。

注)

・8.0mピッチで視線誘導補助用の反射シートを付けること。

AL - φ50 x 2.0 x 1140

寸 法 規 格

支柱取付金具

支柱

部 材 品 目

数 量 表(距離標：Ｂ２)

板取付金具

250 x 550

数 量

1個

2組

反射シート

アルミ板(一体押出型材)

アルミＵバンド

1本

1枚

1枚

備 考寸 法 規 格部 材 品 目

数 量 表(眩光防止板Ａｓ)

取付金具

数 量

8基

眩光防止板 8基

備考

反射シート 4枚

支柱取付金具 8基

2
80

50

（土工部）

（防護柵：中央分離帯）

550

2
50

1
0

1
2
50

AL φ50xt2.0x1140

距離標

Ｂ２

撤去・設置

N=1枚

S=1:25距離標
撤去・設置

桁 長:24500

橋 長:24600

距離標Ｂ２

87°
30'32"

87°
49'13"

下り線

A1

上り線

A2

配 置 図 S=1:400

5100 500

（橋台部） （橋台部）

S
TA
.4
93
+9
2.
60

S
TA
.4
93
+8
8.
00

眩光防止板ＴｙｐｅＡＳ　Ｎ＝８基（4ｍ＠）

S
TA
.4
94
+1
7.
20

至 新潟 至 長岡

大荒戸橋（上り線） 眩光防止施設工・距離標詳細図

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図示 図面番号

施工会社名

大荒戸橋（上り線）

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

眩光防止施設工・距離標詳細図

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

/

眩光防止板・距離標
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路肩側

中分側

コンクリート構造物取壊し（Ｔｙｐｅ　Ｂ） （コンクリート  t=199～247mm）

中分側

アスファルト舗装版取壊し（Ｔｙｐｅ　Ａ） （アスファルト舗装  t=75mm）

路肩側

中分側

1

2

3

4

6

項　　目 単 位

m

m

m2

m2

m3

数 量 表

コンクリート構造物取壊し（Ｔｙｐｅ　Ａ）

5

撤去工　防護柵　Ｇｒ－Ａｍ－２Ｂ

中分側7 m

橋台部中分側 m

橋台部中分側 m2

橋台部中分側

橋台部中分側 m3

橋台部中分側 m

平 面 図 S=1:200

断 面 図 S=1:200

上り線

橋長 24600

50

350

桁長 24500 50

支間 23800 350

2
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00
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00
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50
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0

1
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1
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10750700
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14504 @ 2600 = 104001400
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1
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1
75
0

20300

5
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00
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数 量 備             考
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13.5

 8.7
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中分地覆撤去
（A-LINE）

25900

1750

200

1000

1
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2
47

(900)
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※（ ）内数値は、桁端側を示す。

路肩側 中分側
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3000
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3 3

1

大荒戸橋　構造物等取壊し工図（その１）

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

大荒戸橋

構造物等取壊し工図（その１）

/

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

5100

(
17
95
)

(
11
85
)(
20
)

(
79
5)

5
6

橋台部中央分離帯

500

橋台部中央分離帯

5
6

250
250

5
00

4850

250

5
00

224 4

6.1

2.6

0.2

 2.0

※ ( )内は、橋台部寸法を示す。

（アスファルト舗装  t=75mm）

アスファルト舗装版切断

アスファルト舗装版撤去

コンクリート縁石撤去

中分地覆撤去

※ 「防護柵撤去図」参照

（アスファルト舗装  t=75mm）

中分側

アスファルト舗装版取壊し（Ｔｙｐｅ　Ａ） （アスファルト舗装  t=75mm）

中分側1

2

項　　目 単 位 数 量 備             考

m 24.8

m2 33.2

数 量 表

平 面 図 S=1:200

仮舗装撤去

断 面 図 S=1:200

800

200011750700

25900

800

50

14504 @ 2600 = 104001400

75

GB1GA1GA2GA3GA4GA5
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500 300

1
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16
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1
70
0

CL

1300

上り線（A-LINE）

路肩側 中分側

1300

(1700)

2

50

1

橋長 24600

50

350

桁長 24500 50

支間 23800 350

2
59
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1
17
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1
32
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26
00

1
40
0

4
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1
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り
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250 1850
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70
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1850 250
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GA1

20300

1
30
0

1
00
0

8
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4
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4
00

1
70
0

(
79
5)

4850
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1
50
0

5100

橋台部中央分離帯

500

橋台部中央分離帯

250

250

1
50
0

(
20
)

(
11
85
)

※ ( )内は、橋台部寸法を示す。

1
00
0

2
1

21 21

橋台部中分側 m 8.1

橋台部中分側 m2 8.2

アスファルト舗装版切断

アスファルト舗装版撤去

m3

2
00

8
00

2
00

8
00
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図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

/

平 面 図 S=1:200

橋長 24600

50

350

桁長 24500 50

支間 23800 350

2
59
00

50

1
15
0

1
07
50

7
00

1
32
50

50
1
26
00

8
00

4
@2
60
0=
10
40
0

1
40
0

87°
40'0"

87°
29′

20″

87°
50′

54″

C L

下
り

線
（

B
-
LI
NE
）

上
り

線
（

A
-
LI
NE
）

GB1

GB2

GB3

GB4

GB5

3
00

大荒戸橋　構造物等取壊し工図（その２）

大荒戸橋

構造物等取壊し工図（その２）

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

断 面 図 S=1:200

下り線（B-LINE）上り線（A-LINE）

50

1150 10750 700

14004 @ 2600 = 10400800
50

1450

75

GB1 GB2 GB3 GB4 GB5
GA1

2.000%

P.H

1.5%0.99%

300

CL

25900

足
場
幅
 
1
44
00

アスファルト舗装版取壊し（Ｔｙｐｅ　Ｂ）

コンクリート構造物取壊し（Ｔｙｐｅ　Ａ）

800

250 路面切削延長 24000 250

縁石撤去延長 24500

アスファルト舗装版取壊し（Ｔｙｐｅ　Ｂ）

コンクリート構造物取壊し（Ｔｙｐｅ　Ａ）

中分側 路肩側

コンクリート構造物取壊し（Ｔｙｐｅ　Ａ）

コンクリート構造物取壊し（Ｔｙｐｅ　Ａ）
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図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

/

大荒戸橋

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

大荒戸橋　構造物等取壊し工図（その３）

構造物等取壊し工図（その３）

側面図 S=1:200

橋長 24600

50

350

桁長 24500 50

支間 23800 350

Mov Fix

CL

A1 A2

断面図 S=1:200

標準部

上り線（A-LINE）

C

平面図 S=1:200

橋長 24600
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350

桁長 24500 50

支間 23800 350

2
59
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）
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）
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GB4

GB5
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14004 @ 2600 = 10400800
50
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GB1 GB2 GB3 GB4 GB5
GA1
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1
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95
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横桁部張出部

主桁天端撤去部

GB1     :A=0.1407+0.0902=0.2309m2

横桁天端撤去部

200 400 550

550 400 400 400 550

1
91

1
89

650
650

2
102
23 2
10

1950

426 1008 516

3
70

3
83 GB2～GB5:A=0.1407m2

A=0.210x1.950+1/2x0.426x0.160
+1/2x0.516x0.173=0.4882m2

・桁間当り面積

・面積

主桁天端撤去部

L=24.500m N=5 横桁天端撤去部

L=1.950m N=8支点横桁：

L=1.950m N=12中間横桁：

コンクリート構造物取壊し（Ｔｙｐｅ　Ｂ）

コンクリート構造物取壊し（Ｔｙｐｅ　Ｂ）

コンクリート構造物取壊し（Ｔｙｐｅ　Ｂ）

コンクリート構造物取壊し（Ｔｙｐｅ　Ｂ）

下り線（B-LINE）

中分側 路肩側

1 1

2 2

1 - 1 2 - 2

主桁天端撤去部 横桁天端撤去部

C
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650 1075

14004 @ 2600 = 10400800
50
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GB1 GB2 GB3 GB4 GB5
GA1
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25900

800

中分側

50

50 950

1950650195065019506501950650
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14004 @ 2600 = 10400800
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1450

GB1 GB2 GB3 GB4 GB5
GA1
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25900

800

2
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1950

426 1008 516

3
70

3
83

中分側

50 1950650195065019506501950650

3

3

4

4

断面図 S=1:200

横桁天端撤去部

3-3

主桁天端撤去部

4-4

1
91

1
89

650

2
102
23

路肩側 路肩側

横桁天端撤去部 横桁天端撤去部

31      39



大荒戸橋　既設床版撤去工図

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

大荒戸橋

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

既設床版撤去工図

/

大荒戸橋（下り線）床版取替工事
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図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

/

大荒戸橋

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

大荒戸橋　既設床版撤去工詳細図（その１）

既設床版撤去工図（その１）

側 面 図 S=1:200

橋長 24600

50

350

桁長 24500 50

支間 23800 350

Mov Fix

CL

A1 A2

断 面 図 S=1:200

標準部

上り線（A-LINE）

C

平 面 図 S=1:200
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桁長 24500 50

支間 23800 350
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3
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3
17

横桁部張出部

◆吊り孔φ50

h=257～485mm

◆中間床版横断方向切断用φ200

h=332～349mm

◆吊り孔φ50

h=257～485mm

◆中間床版横断方向切断用φ200

h=332～349mm

■削　孔

◆吊り孔φ50 L=257～485mm

N = 11 x 8 = 88　箇所

L=332～349mm

N = 8 x 8 = 64　箇所

◆張出床版横断方向切断用φ200

左側 : h=572mm
右側 : h=370mm

◆中間床版横断方向切断用φ200

◆張出床版横断方向切断用φ200 L=370～572mm

N = 3 + 3 = 6　箇所

下り線（B-LINE）

中分側 路肩側
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図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

/

大荒戸橋

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

大荒戸橋　既設床版撤去工詳細図（その２）

既設床版撤去工詳細図（その２）

側 面 図 S=1:200

橋長 24600

50

350

桁長 24500 50

支間 23800 350

Mov Fix

CL

A1 A2

断 面 図 S=1:200

標準部

上り線（A-LINE）

C

平 面 図 S=1:200

橋長 24600
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350

桁長 24500 50

支間 23800 350
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横桁部張出部

◆橋軸方向切断位置

h=370～572mm

5
72

3
70

3
83

3
703
70

3
832
10

◆中間床版横断方向切断

h=210～383mm

3
89

◆橋軸方向切断位置

L=24.500m

h=370～572mm

N=10

◆中間床版横断方向切断 h=210～383mm

L=1.952m N=32

◆右張出床版横断方向切断 h=370～389mm

L=1.076m N=3

◆左張出床版横断方向切断 h=572mm

L=0.475m N=3

B-1

B-1

B-1

B-1

B-2

B-2

B-2

B-2

B-2

B-2

B-2

B-2

B-1
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3
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B-3 B-1 B-5

3
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475 1075
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1950

426 1008 516

B-4 B-2 B-6
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B-24
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6350

1
95
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1
07
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6350

1
95
0

5500

4
75

5900

1
07
5

5900

撤去ブロック平面図 S=1:200
撤去ブロック断面図 S=1:200

■既設床版切断

◆橋軸方向切断

L = 24.500 x 10 = 245.0 m

h=370～572mm

◆横断方向切断

L = 0.475 x 3 + 1.076 x 3 + 1.952 x 8 x 4 = 67.1 m

h=210～383mm

■既設床版撤去

V=0.4882x5.600=2.734m3

V=0.4882x5.500=2.685m3

1BL当り体積(m3) BL数(個) 重 量(t) 備             考

8 54.680

8 53.704

B-1

B-2

B-3

B-4

B-5

B-6

2

2

2

2

V=0.2228x6.350=1.415m3

V=0.2228x5.900=1.315m3

V=0.3976x6.350=2.525m3

V=0.3976x5.900=2.346m3

1BL当り重量(t)

2.734

2.685

1.415

1.315

2.525

2.346

6.835

6.713

3.538

3.288

6.313

5.865

7.076

6.576

12.626

11.730

24 個 146.4　t合 計

下り線（B-LINE）

中分側 路肩側

4
75

19
52

10
76

4
75

19
52

10
76
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大荒戸橋　撤去・再設置工図

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

大荒戸橋

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

撤去・再設置工図

/

落橋防止構造

落橋防止構造

Ａ１橋台

※既設のアンカー鉄筋は存置して利用すること。

　腐食や破損等の異常が確認された場合は、監督員へ報告すること。
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排水管　Ａ排水管　Ａ

大荒戸橋　撤去工図（その１）

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

大荒戸橋

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

撤去工図（その１）

/

4710

310

124

124

80

排水管　Ａ 
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伸縮装置伸縮装置

大荒戸橋　撤去工図（その２）

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

大荒戸橋

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

撤去工図（その２）

/

伸縮装置

10750
1150

700

伸縮装置
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防護柵　Ｇｒ－Ａ－２Ｂ

防護柵　Ｇｒ－Ａｍ－２Ｂ

大荒戸橋　撤去工図（その３）

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

大荒戸橋

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

撤去工図（その３）

/

24500（橋梁区間）

防護柵　Ｇｒ－Ａ－２Ｂ 
防護柵　Ｇｒ－Ａｍ－２Ｂ 
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橋名板・橋歴板

大荒戸橋　撤去工図（その４）

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

大荒戸橋

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

撤去工図（その４）

/

橋名板・橋歴板
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